
（介護過程という科目も含む）

介護技術
国家資格ﾚﾍﾞﾙ450時間

現場実習
国家資格ﾚﾍﾞﾙ570時間

専門知識
国家資格ﾚﾍﾞﾙ780時間

（介護過程という科目も含む）

介護技術
国家資格ﾚﾍﾞﾙ450時間

現場実習
国家資格ﾚﾍﾞﾙ570時間

専門知識
国家資格ﾚﾍﾞﾙ780時間

通学（対面授業）時間の比較

介護の基本をしっかり身に付けて現場で頑張りたい方は
是非お読みください。資料だけだと難しいですが、これを
理解しないで講座を選んでしまうと、後で大変な後悔をす
ることになると思います。

初任者研修修了後のスキルアップが実質できない仕組
みが国家試験前の現状の実務者研修制度なのです。

初任者研修でどん欲に介護力をつけておかなければ・・・

国家試験受験レベルの学習（専門学校）

国家試験受験前の唯一のスキルアップ講座

実務者研修４５０時間講座

初任者研修規定１３０時間講座

Ａ．多くの通信制

（未来ケア、ニチイ、三幸福祉、大宮
福祉、等）

Ｂ．稀な通学制

（現場実習が実質、カリキュラムに
組み込まれていない）

Ｃ．アイヘルの完全通学制

（全通学制に加え、現場実習を事前のガ
イダンス・記録の練習から事後の勉強会
まで含んで組み込んでいるスタイル）

次のスキルアップ講座

国家試験受験に必要で、在宅のサービス提供責任者の任用資格にもなります。

でも、何を通学で学ぶのでしょうか？

自宅学習
２７５時間

初任者研修修了者の科目免除１３０時間

通学４５時間

通学８９．５時間 通学１３０時間
通学１７０時間～

（介護過程という科目も含む）

専門知識
国家資格ﾚﾍﾞﾙ780時間

介護技術
国家資格ﾚﾍﾞﾙ450時間

現場実習
国家資格ﾚﾍﾞﾙ570時間

通学６７時間
通学６３時間

４０時間程度

学習プログラムとして、
好きなだけ実習
標準４日間

事前のガイダンスや
事後の勉強会等を含

む時間

２年間、１８００時間を完全通学制
で学び介護福祉士になります。

（介護過程という科目も含む）

専門知識
国家資格ﾚﾍﾞﾙ780時間

介護技術
国家資格ﾚﾍﾞﾙ450時間

現場実習
国家資格ﾚﾍﾞﾙ570時間

通学
２６．５時間

通学６３時間自宅学習
４０．５時間

学習プログラム
としての実習は
ゼロ

（介護過程という科目も含む）

現場実習
国家資格ﾚﾍﾞﾙ570時間

専門知識
国家資格ﾚﾍﾞﾙ780時間

介護技術
国家資格ﾚﾍﾞﾙ450時間

通学６７時間
通学６３時間

学習プログラム
としての実習は
ゼロ

あなたは、下記介護職員初任者研修
講座の３タイプのどれを選びますか？

どれを本来選ぶべきだと思いますか？

現場実習が学習プログラム
として組み込まれていない
ので、机上の空論だけの勉
強と言わざるを得ないです。

現場実習が学習プログラム
として組み込まれていない
ので、机上の空論だけの勉
強と言わざるを得ないです。

専門知識のサワリ程度
（全体の科目時間の４割）
しか先生から直接教えて

もらえません。

国家試験

通学４５時間などでサービス提供責任者
や国家試験受験レベルに達するわけな
んであり得ないです。この４５時間は初任
者研修の最後の科目（介護過程と支援技
術演習部分）を時間を長くかけて勉強す

るような感じです。

痰の吸引等の
演習は除く。

実務 ３年必要

実務不要


